
運河の街で
地域と世界を結ぶ
ビジネスパーソンの育成を

小樽商科大学
Otaru University of Commerce

小樽商科大学の学生ベンチャー企業の一社、i-vacsのメンバー。札幌の狸小路商店街を
活動範囲としているが、この日は国内外の観光客でにぎわう観光スポットを調査



NPO法人EgaOはノベルゲーム
の製作や電子地域通貨流通の
ほか、「小樽あんかけ焼きそ
ば事典作成プロジェクト」な
どを手がける。経済思想を研
究するゼミとして、企業活動
の時間以外は、経済学の古典
の輪読や分析をおこなってい
る。学生が集まるのは、学生
起業サポートルーム

小樽郊外の民家を改修した建物
でゲストハウス「順風満帆」を営
む合同会社ええんちゃう。クラ
ウドファンディングや直接営業
で資金を調達。地元建設会社の
協力もあり、2019年開業。小樽
の魅力を伝えるため、地酒を楽
しむイベントなども企画する

年
の
三
島
一
輝
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

  「
消
費
増
税
の
前
後
で
、消
費
行
動

に
影
響
が
あ
る
か
調
査
し
た
い
。電

子
通
貨
を
導
入
し
て
く
れ
る
店
舗
獲

得
に
向
け
営
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
」

　
小
樽
商
大
は
国
立
大
学
で
随
一
の

規
模
を
誇
る
商
学
系
の
単
科
大
学
と

し
て
、ビ
ジ
ネ
ス
教
育
に
力
を
注
い

で
き
た
。現
在
、こ
う
し
た
学
生
に
よ

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
法
人
７
社
が
活
動
し

て
い
る
。江
頭
教
授
は
、「
授
業
で
学

ん
だ
知
識
と
実
際
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
気

づ
く
こ
と
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
動
の
意

義
の
一
つ
。そ
れ
が
次
の
学
び
に
生

か
さ
れ
ま
す
。理
論
と
実
践
を
繰
り

返
す
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
実
現
し
て
い

ま
す
」と
言
う
。

　
小
樽
商
大
の
ゼ
ミ
は
商
品
開
発
や

販
売
先
の
開
拓
な
ど
、企
業
の
実
務

を
実
践
す
る
実
学
主
義
が
重
ん
じ
ら

れ
、そ
れ
が
発
展
し
て
起
業
に
至
る

場
合
が
多
い
。ゼ
ミ
に
入
る
前
に
、正

課
科
目
の
社
会
連
携
実
践
「
商
大
生

が
小
樽
の
活
性
化
に
つ
い
て
本
気
で

考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
通
称
マ
ジ

プ
ロ
）」を
履
修
す
る
学
生
も
多
い
。

こ
れ
は
官
公
庁
や
企
業
、地
域
の
人

た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
、チ
ー
ム
で

街
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
授
業
。こ
の
よ
う

に
地
域
密
着
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

れ
る
機
会
を
多
く
設
け
て
い
る
。

　
近
藤
公
彦
教
授
が
担
当
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ゼ
ミ
か
ら
は
、株
式

会
社
i

－

v
a
c
s
が
、11
年
に
誕

生
し
た
。札
幌
市
の
狸
小
路
商
店
街

で
の
は
し
ご
酒
イ
ベ
ン
ト
「
飲
み
ポ

ン
」を
お
も
に
運
営
す
る
。１
年
に
１

回
の
開
催
に
向
け
て
、学
生
が
業
務

に
就
く
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
す
で
に

11
回
を
数
え
、前
回
は
60
店
舗
ほ
ど

が
協
力
。客
数
は
約
１
２
０
０
人
に

達
し
た
と
い
う
。評
判
が
広
ま
り
、大

手
企
業
か
ら
販
売
促
進
の
協
力
依
頼

の
声
が
か
か
る
こ
と
も
。最
近
で
は
、

若
い
年
代
に
コ
ー
ヒ
ー
を
広
め
た
い

と
い
う
飲
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼

で
、学
内
や
イ
ベ
ン
ト
で
取
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
同
世
代
の

消
費
行
動
を
探
っ
た
。

  「
学
生
た
ち
は
現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
ス
ピ
ー
ド
感
に
四
苦
八
苦
し
ま
す

が
、社
会
人
の
方
々
と
や
り
取
り
し

て
い
る
な
か
で
叱
ら
れ
た
り
ほ
め
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
は
、貴
重
な
体
験

で
す
」（
近
藤
教
授
）

正
解
の
な
い
活
動
の
な
か
で

た
く
ま
し
さ
が
育
つ

実
学
主
義
か
ら
生
ま
れ
る

地
域
貢
献
型
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
18
年
に
設
立
さ
れ
た
合
同
会
社
え

え
ん
ち
ゃ
う
は
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

運
営
が
お
も
な
事
業
だ
。担
当
教
員

の
猪
口
純
路
教
授
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

の
活
動
を
「
究
極
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」と
表
現
す
る
。運
営
す
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
国
内
外
の
旅
行
者

に
小
樽
の
生
活
文
化
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　
し
か
し
い
ざ
オ
ー
プ
ン
す
る
と
収

益
達
成
に
追
わ
れ
、当
初
の
目
的
が

な
い
が
し
ろ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。そ
の
た
め
学
生
た
ち
は
改
め
て

街
に
出
て
観
光
客
に
調
査
を
実
施
。

多
く
の
人
が
街
の
文
化
に
も
興
味
が

あ
る
と
回
答
し
、自
分
た
ち
が
掲
げ

た
コ
ン
セ
プ
ト
に
確
証
を
得
た
。代

表
を
務
め
る
商
学
科
３
年
の
北
市
圭

人
さ
ん
は
、「
正
解
の
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、み
ん
な
で
議
論
し
て
進

め
る
こ
と
で
、い
い
成
果
が
得
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　
江
頭
教
授
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
動

の
本
当
の
目
的
は
商
売
が
上
手
に
な

る
こ
と
で
は
な
い
」と
言
う
。

  「
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
す
べ

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
の
で
す
。そ

の
た
め
に
は
勉
強
し
て
知
識
を
得

て
、い
ろ
い
ろ
実
践
し
て
ぶ
つ
か
る

こ
と
が
大
切
で
す
」

大学院商学研究科
アントレプレナーシップ専攻教授

猪口純路（前列中央）
いのぐち・じゅんじ／2010
年、神戸大学大学院経営学研
究科博士後期課程単位取得。
専門はマーケティング。

樽
の
魅
力
を
発
信
、ア
ピ
ー
ル
し
、若

年
層
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
が
、60
代
以
上
の
利
用
者
が
多
く
、

想
定
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。２

作
目
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
を
担
当
す

る
杉
村
さ
ん
は
「
１
作
目
で
の
市
場

分
析
を
生
か
し
、前
作
よ
り
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
数
を
増
や
し
た
い
」と
意
気

込
む
。

　
E
g
a
O
で
は
こ
の
ほ
か
、電
子

地
域
通
貨
の
本
格
流
通
に
向
け
た
流

通
実
験
の
準
備
中
だ
。こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
企
業
法
学
科
３

副学長

近藤公彦
こんどう・きみひこ／
1990年、神戸大学大学
院経営学研究科博士後
期課程単位取得。専門
はマーケティング。

Otaru University of Commerce

内
に
あ
る
学
生
起
業
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
に
、N
P
O
法
人

E
g
a
O
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

た
。小
樽
の
魅
力
を
紹
介
す
る
自
作

動
画
や
、新
し
く
製
作
す
る
ゲ
ー
ム

の
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。E
g
a
O
は

小
樽
商
大
の
江
頭
進
教
授
の
ゼ
ミ
生

た
ち
が
２
０
１
６
年
に
立
ち
上
げ

た
。小
樽
の
街
の
活
性
化
を
お
も
な

事
業
目
的
と
し
て
い
る
。

　
経
済
学
科
３
年
の
杉
村
卓
郎
さ
ん

は
、小
樽
の
街
の
記
録
を
後
世
に
伝

え
る
約
８
千
枚
の
写
真
「
兵
庫
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」を
題
材
に
し
た
、ノ
ベ
ル

ゲ
ー
ム
の
製
作
に
従
事
す
る
。ノ
ベ

ル
ゲ
ー
ム
と
は
そ
の
後
の
展
開
を
選

択
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
上
の
小
説
だ
。こ
の
５
月
に

１
作
目
を
発
表
し
、現
在
、２
作
目
に

取
り
掛
か
っ
て
い
る
。１
作
目
の
公

開
時
は
S
N
S
な
ど
を
通
し
て
小

学

学生ベンチャー活動中！
ビジネスの理論と
実践の相乗効果
ビジネスを学ぶ大学として発展してきた小樽商科大学では、ゼミ単位での起業が盛んだ。
学生でありながら会社を運営する経験はどう生きるのか。小樽商大発のベンチャー３社を取材した。

Otaru
 University

of Commerce

理事・副学長

江頭 進
えがしら・すすむ／
1996年、京都大学大学
院経済学研究科博士課
程修了。博士（経済学）。
専門は理論経済学。

小樽商科大学



GMPはま
るで

海外留学

from
 STUDENTS

学
生
の
声

ギャップイヤーで英語力もアップ

　
ま
た
、新
た
に
設
け
ら
れ
る
の
が
、

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

大
学
に
合
格
し
た
学
生
が
一
定
期
間

の
休
学
を
経
て
入
学
す
る
ギ
ャ
ッ
プ

イ
ヤ
ー
は
、欧
米
で
は
め
ず
ら
し
く

な
い
。小
樽
商
大
で
は
休
学
で
は
な

く
、１
年
間
の
入
学
猶
予
を
与
え
る

方
針
だ
。そ
の
間
、ハ
ワ
イ
大
学
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
に
留

学
す
る
。鈴
木
副
学
長
は
そ
の
意
義

を
、「
留
学
経
験
を
大
学
生
活
で
フ
ル

に
生
か
せ
る
こ
と
。４
年
間
の
充
実

度
が
全
く
違
い
ま
す
」と
話
す
。

　
２
年
次
に
長
期
留
学
し
た
場
合
、

帰
国
後
は
残
り
、正
味
１
年
し
か
な

い
。だ
が
、ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ら
、学
ん
だ
こ
と
や
新
た
に

芽
生
え
た
問
題
意
識
や
価
値
観
を
、

そ
の
後
の
４
年
間
で
探
究
で
き
る
。

　
プ
ラ
ー
ト
教
授
は
グ
ロ
ー
カ
ル
教

育
の
意
義
を
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
見

て
い
る
と
言
う
。

 「
利
益
を
得
る
経
済
活
動
だ
け
で
な

く
、地
球
規
模
の
課
題
に
立
ち
向
か

う
人
材
の
育
成
が
急
務
で
す
。そ
こ

に
は
哲
学
や
倫
理
観
も
大
事
。そ
れ

は
小
樽
商
大
の
開
学
か
ら
の
教
育
理

念
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。今
も
そ

の
延
長
だ
と
考
え
、新
し
い
グ
ロ
ー

カ
ル
教
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

理事・副学長

鈴木将史
すずき・まさふみ／
1989年、北海道大学
大学院文学研究科修
了。専門はドイツ文
学。小樽商科大学言
語センター教授。

019年度から入学を1年猶予し、大学入学前に
長期の海外留学ができるギャップイヤープロ

グラムが始まりました。私はこの制度の試行プログ
ラムを利用し、1年次の8～12月、海外留学に挑戦。
留学先では、さまざまな国の友人と刺激し合い、英語
力が飛躍的に伸びたとともに、帰国後は世界そして
地元についてもっと学びたいという思いを抱きまし
た。通常、３年次に交換留学する場合が多いですが、
それでは帰国後すぐに就職活動をする必要に迫られ
ます。しかし、このプログラムを使えば大学生活は帰
国後、まるまる4年あり、留学での学びを生かすには
十分な時間です。この制度で多くの人に早い段階で
の海外留学に挑戦してほしいです。

MPを履修したきっかけは、１年次に事情科目
で参加したニュージーランド留学です。現地

での生活を体験し、海外の学生と勉強するのが楽し
く、日本でも同じような環境にいたいと思いました。
GMPの英語での授業は最初、なかなか聞き取れませ
んでしたが、やがて留学生に英語で質問できるまで
になりました。ディスカッション形式の授業が多く、
自然に英語力が養われました。特におもしろかった
科目が「グローカルフィールドワーク」です。留学生
と一緒に地元のワイナリーなどに出かけることで、
自然に会話が弾み、今も友人として仲良くしていま
す。社会に出てもこうした多様な人たちとともに学
んだことが生かされると思います。

2 G

ギャップイヤーのおかげで
大学でしっかり学ぼうという
意識が高まりました

GMPを履修したことで
留学生の友人ができ
視野が広がりました

学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
る

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

2020年 2021年 2022年10月 11月 12月 3月 4月 8月 12月 4月

グローカルコースと
ギャップイヤー
プログラムの流れ

2年次以降で
再度長期の
留学が可能

グローカル総合入試

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
非
参
加
者

商学部商学科4年

髙橋晴香さん
商学部商学科2年

片倉玄太さん

出

願

期

間

合

格

発

表

高

校

卒

業

第
１
次
選
抜（
書
類
審
査
）結
果
発
表

第
２
次
選
抜（
口
頭
試
問
）の
実
施

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
の
決
定

留
学
準
備
期
間

基
礎
ゼ
ミ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

所
属

入
学
準
備
期
間

大
学
入
学

（
大
学
１
年
生
）

基
礎
ゼ
ミ（
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
非
参

加
者
と
同
様
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

進
級

（
大
学
2
年
生
）

ハ
ワ
イ
大
学

へ
の

長
期
留
学

高校３年生
ギャップイヤー期間
もしくは大学１年生

大
学
入
学（
大
学
１
年
生
）

海
外
研
修（
約
１
カ
月
）

海
外
研
修（
約
１
カ
月
） ※変更される場合

があります

Otaru University of Commerce

樽
商
科
大
学
は
１
９
１
１
年

の
開
学
当
時
か
ら
語
学
教
育

に
力
を
入
れ
、「
北
の
外
国
語
学
校
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。現
在
も
英
語

を
含
む
７
言
語
を
学
ぶ
環
境
を
整

え
、留
学
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

そ
う
し
た
国
際
教
育
を
進
化
さ
せ
た

の
が
、２
０
１
５
年
に
始
ま
っ
た「
グ

ロ
ー
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
副
専
攻
プ

ロ
グ
ラ
ム（
G
M
P
）」だ
。

　
グ
ロ
ー
カ
ル
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル

（
地
球
規
模
）と
ロ
ー
カ
ル（
地
域
）を

掛
け
合
わ
せ
た
造
語
。プ
ロ
グ
ラ
ム

名
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
考

え
、ロ
ー
カ
ル
の
視
点
で
行
動
す
る

学
生
を
育
成
す
る
」と
い
う
教
育
理

念
の
も
と
付
け
ら
れ
た
。地
域
の
課

題
に
取
り
組
む
授
業
や
言
語
習
得
の

科
目
の
ほ
か
、英
語
に
よ
る
経
済
や

経
営
の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
。こ
れ

は
も
と
も
と
交
換
留
学
生
の
た
め
の

授
業
だ
っ
た
が
、日
本
人
学
生
も
一

緒
に
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
た
。グ

ロ
ー
カ
ル
教
育
部
門
長
の
プ
ラ
ー
ト
・

カ
ロ
ラ
ス
教
授
は
こ
う
話
す
。

  「
英
語
で
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と

に
は
、国
際
的
に
通
用
す
る
気
づ
き

を
得
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。海

外
の
事
例
を
知
っ
た
り
、留
学
生
の

意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、世

界
と
の
違
い
に
目
が
開
か
れ
ま
す
」

　
G
M
P
が
導
入
さ
れ
て
５
年
。こ

れ
ま
で
は
専
門
の
学
科
に
並
存
す
る

形
の
副
専
攻
だ
っ
た
が
、21
年
度
に

主
専
攻
と
し
て
の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
コ

ー
ス
」が
誕
生
す
る
。

  「
G
M
P
は
英
語
で
の
授
業
が
多

学
内
で
国
際
的
な
環
境
。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
ス
」が

主
専
攻
と
し
て
ス
タ
ー
ト

商学科教授
グローカル戦略推進センター
グローカル教育部門長

Carolus Praet
プラート・カロラス／1992
年、オランダ国立ライデン
大学大学院文学部日本学科
修了。97年、神戸大学大学
院経営学研究科博士後期課
程単位取得。専門は国際マ
ーケティング。

く
て
ハ
ー
ド
で
す
が
、意
識
の
高
い

学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。卒
業
生

の
多
く
は
大
手
企
業
、国
際
的
な
企

業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。一
定
の
成

果
が
出
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、主
専

攻
に
し
て
、グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
に
さ

ら
に
注
力
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
こ
う
話
す
の
は
、鈴
木
将
史
副
学

長
。グ
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
ス
は
学
部
と

は
別
の
入
試
を
実
施
し
、初
年
度
は

定
員
20
人
で
募
集
す
る
予
定
だ
。カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
G
M
P
を
ほ
ぼ
踏

襲
す
る
が
、留
学
を
必
修
化
す
る
。

　
小
樽
商
大
の
留
学
制
度
に
は
、お

も
に
１
年
生
が
履
修
す
る
「
事
情
科

目
」で
の
約
３
週
間
の
海
外
研
修
が

あ
る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、カ
ナ
ダ
、マ
レ
ー
シ
ア
の

大
学
が
受
け
入
れ
先
で
、ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、英
語
を
学
ぶ
。卒

業
生
で
元
日
本
オ
ラ
ク
ル
会
長
の
佐

野
力
さ
ん
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
給
付

型
の
奨
励
金
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

毎
回
60
人
が
約
５
万
円
の
自
己
負
担

金
の
み
で
留
学
し
て
い
る
。

 「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
早
い
う
ち

に
養
い
、英
語
力
の
必
要
性
を
実
感

す
る
。そ
れ
を
２
年
次
以
降
の
留
学

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。グ
ロ

ー
カ
ル
コ
ー
ス
の
学
生
に
は
必
須
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
副
学
長
）

５
万
円
か
ら
の
留
学
制
度
と

複
数
回
の
留
学
機
会

小
グローカルコースと
ギャップイヤー
プログラムの流れ

GMPの科目の一つ「グローカルフィールドワーク」では地場産業を支える企業などを訪問。この日は発表の日で、2人の日本人学生も英語でプレゼン

小樽商科大学


